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　当院は、昭和２７年に ｢山形県立療養所金峰園」として開設され、今年でちょう

ど６０年になりますが、この間、精神医学は格段に進歩し、現在の建物は今日の精

神科医療には十分対応できないため、新しい病院を建てることになりました。

新病院の使命は、公立病院として今日の先進的な精神科医療を率先して行い、山形

県の精神科医療の中核的役割を担うことであり、敷居の低い明るく開放的な病院に

なることを目指しています。

　現在の病院と大きく変わる点を挙げますと、場所が現在の市の南端から中心地に

移転することで通院する患者さんにとっては交通の便がとても良くなることです。

　２点目は、病院の中身がすっかり変ります。従来の病棟に加え、新病院では、スーパー救急病棟、こども・

ストレスケア病棟、医療観察法病棟など特別な機能を持った病棟が中心に運営されます。救急病棟は文字通り、

精神科の救急患者を受け入れる病棟で、急性期の患者さんを集中的に治療して、できるだけ短期間で退院し

ていただくことを目指します。

　子ども・ストレスケア病棟は、子どもユニットとストレスケアユニットに分かれており、子どもユニット

は主に１５歳以下の子どもを対象にした入院設備です。様々な事情から学校や家庭での生活が思うようにでき

なくなった子どもたちを手助けして元の生活に早く戻れるように援助します。入院中も勉強が続けられるよ

う院内学級を併設する予定です。

　ストレスケアユニットは主にうつ病など静かな療養環境が必要な患者さんのための入院設備です。医療観

察法病棟は、罪を犯した精神障がい者が同じような問題を起こさないように、病気をきちんと治して社会復

帰ができるよう多くの時間と人手をかけて治療する病棟です。

　今年の秋には土地の造成工事が始まり、平成２６年度に開院の予定です。単に病院の建物が新しくなるだけ

でなく、全く新しいタイプの精神科の病院ができます。どうぞご期待下さい。

新病院がめざすもの新病院がめざすもの

新病院が目指すもの
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県立こころの医療センター（仮称）の整備について県立こころの医療センター（仮称）の整備について
◆◆連載第１回連載第１回◆◆　　

　事業の進捗状況ですが、昨年１２月に用地取得が完了し、現在は用地造成工事を始めるために必要な

様々な手続きを進めております。

　まず、はじめに新しい病院の建築場所と建物の概要について、説明します。

　　　・建設場所：鶴岡市茅原字草見鶴（鶴岡駅の北方約２km、国道１１２号沿）

　　　・敷地面積：31,590㎡ (周辺道路部分を除く )…現在の病院とほぼ同じです。

　　　・建物関係：建築面積（7,573.87㎡）  延べ建築面積（16,004.79㎡）

　　　　　　　　　鉄筋コンクリート造 ３階建

　昨年度、 建物・外構の実施設計を行ないました。その特色的な部分を説明します。

　その１つは、心安らぐ療養環境の確保や長期的なライフサイクルコストの低減、災害時の病院機能

確保などに配慮しつつ、省エネルギーと再生可能エネルギーの活用に努めたことです。

　２つ目は、建物内部で

す。看護の目が行き届くよ

うナースステーションを病

棟中央に配置したり、各所

に中庭・光庭を配置し、通

路にも採光が十分に確保で

きる構造としました。

　今年度は、用地造成工事、

地盤改良工事を行い、建物

建設工事に着手し、平成

２６年度の開院を目指して

おります。

訪問看護科訪問看護科訪問看護科訪問看護科皆さんこんにちは！！

看護師長　斎藤　司


